
 

第３6 回同期会コンペは、4 月 12 日（金）に勝浦ゴルフクラブで開催されました。平成

最後のコンペであり、又 古希を迎える年の開催ということになりました。今回から平日

開催という事もあり、前回より 5名多い 20人の参加となりました。 

当日は 前日、翌日とも春らしい晴天であったにも拘わらず、朝から冷たい雨が降り続く

寒い一日でした（気温は 5 度）。寒さと高齢の為か、苦戦する人が多く、途中で足を痛め、

棄権する人も出るなど、苦難の一日でした。そんな悪条件の中、優勝したのは並河君でし

た。2位は、ベスグロ 89の小川君、3位は植草君でした。BBは長谷川君がＫ幹事長を抑え、

獲得しました。 

NPは清水君が２つ、川瀬君、植草君がそれぞれ 1つずつ取りました。 

プレー終了後、日帰り組が 5 人いたため、クラブハウスで表彰式を行い、15 人で宿

泊先のホテル三日月に向かいました。展望温泉風呂に入浴後、昭和スタイルの大宴会と

なり、終了後はいつもの通り、鴨山幹事長の部屋に全 15 人（プラスα）がひしめき、

二次会に移りました。今回は、都合により二次会の写真は割愛させていただきます。70

歳の酔った老人たちの、他愛のない会話の中で注目を集めたのは、植草君と小川君の話

でした。植草君の豊富な人生経験のカミングアウトに、大いに驚き、己の未熟さに羨望

と安堵の入り混じった複雑な気持ちになりました。また、小川君の特殊な領域に関する

幅広い知識に大いに感心しました。二人の話の内容は、とても文字にすることのできな



いものですが、70 年も生きていると、知識、経験にこんなに大きな差が出来るものか

と改めて思い知らされました。 

 

今回の参加者（順位順、継承略） 

並河、小川、植草、川上、村田、川野辺、清水、川瀬、宇井、水島、和気、八木、細

矢、宍倉、植草、喜田、恵藤、長谷川、鴨山（途中棄権 姉帯） 

                                    以上 

 


